
国
民
の
た
め
の
大
学
づ
く
り

現
場
か
ら
問
題
を
と
ら
え
、
課
題
と
可
能
性
を

探
る

白
木
沢
旭
児

光

本

滋

一

分
科
会
の
概
要

（
１
）
教
育
大
学
の
改
革
の
矛
盾
と
可
能
性

第

分
科
会
で
は
、
２
日
間
に
わ
た
り
７
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
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活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
に
は
北
海
道
教
育
大
学
を
め
ぐ
る
深
刻
な
事
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。「
教
育
大
学
で
進
行
し
て
い
る
大
学
改
革
と
い
う
名
の
改
悪
」（
佐

々
木
胤
則
・
北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
）
で
は
、
教
職
員
の
意
向
投
票
で

構
成
員
の
過
半
数
の
支
持
を
得
て
い
な
い
学
長
が
、
文
科
省
の
方
向
性
に

従
い
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
教
員
人
事

に
お
い
て
は
小
中
学
校
の
現
職
経
験
を
持
つ
教
員
の
割
合
を
高
め
る
、
あ

る
い
は
３
、
４
年
で
再
審
査
を
要
す
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
導
入
な

ど
で
あ
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
に
あ
た
っ
て
は
教
員
免
許
を
課
さ
な

い
新
課
程
の
廃
止
や
大
学
院
教
育
科
学
研
究
科
を
廃
止
し
て
教
職
大
学
院

に
集
約
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
教
育
大
学
の
教
育
研
究
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
。「

北
海
道
教
育
大
学
に
お
け
る
『
大
学
改
革
』
」（
木
戸
口
正
宏
・
北
海

道
教
育
大
学
釧
路
校
）
は
、
現
在
の
五
分
校
体
制
を
複
数
学
部
に
改
組
す

る
改
革
案
（
平
成

年
４
月
か
ら
）
を
紹
介
し
た
。
複
数
学
部
構
想
は
各
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地
域
の
教
員
養
成
に
対
す
る
強
い
要
望
を
無
視
し
た
も
の
で
、
五
分
校
の

教
職
員
の
合
意
も
得
ら
れ
ず
、
課
題
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

現
執
行
部
の
「
強
権
的
」
大
学
運
営
の
実
態
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
テ

レ
ビ
会
議
に
よ
る
テ
ニ
ュ
ア
・
ト
ラ
ッ
ク
制
の
説
明
会
の
際
に
批
判
的
意

見
を
述
べ
る
発
言
で
は
音
声
が
切
ら
れ
た
（
抗
議
を
受
け
復
旧
）
な
ど
の

生
々
し
い
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

教
育
大
学
で
学
ん
で
い
る
立
場
か
ら
の
報
告
が
「
あ
る
教
職
大
学
院
生

の
報
告
～
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
教
職
大
学
院
で
学
ん
で
～
」
（
中
島

太
郎
・
網
走
桂
陽
高
校
）
で
あ
る
。
教
職
大
学
院
の
院
生
に
は
現
職
教
員

と
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
（
正
規
採
用
教
員
と
な
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
合
格
後
登
録
延
長
制
度
の
適
用
を
受
け
た2

0

歳
代
前
半
の
者
が
多
い
）

の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
い
る
こ
と
、授
業
は
札
幌
校
・
旭
川
校
・
釧
路
校
で
、

平
日
夜
、
土
曜
午
後
の
時
間
帯
に
行
わ
れ
る
の
で
、
現
職
教
員
に
と
っ
て

参
加
し
や
す
い
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
報
告

1 国民のための大学づくり



者
は
小
中
高
の
教
員
同
士
や
ス
ト
レ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
と
の
交
流
か
ら
得
ら

れ
た
刺
激
を
高
く
評
価
し
た
。

（
２
）
技
術
職
員
か
ら
見
た
大
学
の
課
題

１
日
目
の
最
後
は
「
地
域
貢
献
事
業
の
後
ろ
姿
」
（
宮
本
■
■
・
室
蘭

工
業
大
学
）
で
、
技
術
職
員
の
立
場
か
ら
大
学
の
社
会
貢
献
の
実
態
及
び

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
室
蘭
工
大
で
は
、
公
開
講
座
、
サ
イ
エ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
、
「
ロ
ボ
コ
ン
」
な
ど
小
学
生
を
含
む
老
若
男
女
す
べ
て
を
対

象
と
し
た
多
彩
な
企
画
を
多
数
行
っ
て
い
る
。
参
加
し
た
市
民
の
反
応
は

よ
く
、
有
意
義
な
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
実
施
す
る
教
職
員
に
は
事
実

上
の
ノ
ル
マ
と
な
っ
て
お
り
多
大
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
。

こ
こ
で
、
教
育
大
改
革
問
題
、
教
職
大
学
院
の
実
情
、
室
工
大
の
社
会

貢
献
に
分
け
て
討
論
が
行
わ
れ
た
。
教
育
大
学
改
革
で
は
、
二
転
三
転
す

る
文
科
省
の
政
策
と
そ
れ
に
追
随
す
る
大
学
執
行
部
の
問
題
が
鮮
明
に
な

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
教
職
大
学
院
の
実
情
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
場
の

判
断
で
制
度
を
柔
軟
に
運
用
し
て
い
る
こ
と
が
学
生
か
ら
の
高
い
評
価
に

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。室
工
大
の
社
会
貢
献
に
つ
い
て
は
、

他
大
学
の
状
況
も
出
し
合
う
中
で
、
室
工
大
が
国
立
大
学
の
社
会
貢
献
分

野
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
る
こ
と
、
今
後
ま
す
ま
す
評
価
に
対
応
し
た

エ
ビ
デ
ン
ス
（
数
値
的
な
証
拠
）
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
警
戒
す
る
べ
き
だ

ろ
う
、
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

２
日
目
も
ひ
き
つ
づ
き
、
「
室
蘭
工
業
大
学
に
お
け
る
技
術
職
員
の
継

承
」
（
松
本
■
■
・
室
蘭
工
業
大
学
）
と
題
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
室

蘭
工
大
で
は
長
年
技
術
職
員
の
退
職
者
の
不
補
充
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、

人
員
減
少
と
年
齢
構
成
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
（
大
半
が4

0

歳
台
以
上
）
を
生

じ
て
い
る
。
技
術
職
員
の
所
属
組
織
で
あ
る
技
術
部
は
４
グ
ル
ー
プ
か
ら

２
グ
ル
ー
プ
に
再
編
さ
れ
、
昇
級
を
阻
害
し
な
い
よ
う
な
条
件
の
見
直
し

も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
退
職
者
の
技
術
の
継
承
、
担
当
す

る
機
器
の
拡
大
に
加
え
て
、パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
な
ど
共
通
業
務
の
確
立
、

地
域
貢
献
な
ど
、
技
術
部
そ
の
も
の
の
必
要
を
教
員
・
事
務
職
員
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
研
究
室
に
引
き
こ
も
る

の
で
は
な
く
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
方
向
へ

と
、
技
術
職
員
の
仕
事
と
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
報
告
に
関
し
て
、
技
術
職
員
の
担
う
業
務
が
個
別
研
究
室
の
も
の

か
ら
横
断
的
・
全
学
的
な
も
の
へ
と
シ
フ
ト
す
る
状
況
は
北
大
の
よ
う
な

大
規
模
大
学
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
大
学
院
生
、
博
士

研
究
員
、
教
員
の
状
況
の
変
化
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
各
大

学
の
技
術
職
員
の
実
態
の
解
明
を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
道
内
学
生
の
経
済
実
態

つ
づ
い
て
、
「
北
海
道
内
私
大
学
生
の
父
母
世
帯
に
お
け
る
家
計
（
所
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得
）
の
現
状
と
変
化
」
（
片
山
一
義
・
札
幌
学
院
大
学
）
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。
学
生
の
家
計
状
況
を
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
資
料
に
基
づ

き
分
析
し
た
も
の
で
、
文
部
科
学
省
「
学
生
生
活
調
査
」
等
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
よ
り
正
確
・
客
観
的
に
家
計
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

対
象
と
さ
れ
た
Ａ
大
学
で
は
、
入
学
者
に
占
め
る
「
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
に
困
難
が
あ
る
」（
日
本
学
生
支
援
機
構
法1

3

条
）
世
帯
の
割
合
は5

5
.
3

％
～6

3
.
6

％
に
達
す
る
。
こ
の
数
字
は1

0

年
前
の
割
合
の
２
倍
近
く

に
な
る
。
対
象
を
在
籍
学
生
総
数
に
拡
大
す
る
と
、｢

修
学
困
難｣

学
生
の

割
合
は
約

％
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
支
援
機
構
奨
学
金
の
全
国
の
四
年
制

50

大
学
貸
与
者
の
割
合
を

ポ
イ
ン
ト
上
回
る
。
「
修
学
困
難
」
世
帯
の
中

10

で
も
、「
認
定
所
得
額
」（
年
間
給
与
所
得
額
か
ら
控
除
額
を
引
い
た
も
の
）

が
０
円
（
入
学
者
世
帯
数
の
半
数
近
く
と
推
測
さ
れ
る
）
や
マ
イ
ナ
ス
な

ど
非
常
に
低
い
も
の
の
割
合
も

年
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
。
「
認
定
所

10

得
額
」
が
マ
イ
ナ
ス1

5
0

万
円
付
近
の
世
帯
（
入
学
者
世
帯
数
の
４
分
１

強
と
推
測
さ
れ
る
）
の
家
計
は
生
活
保
護
受
給
世
帯
に
近
い
状
態
に
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
。

討
論
で
は
、
入
学
者
の
家
計
状
況
に
大
学
間
で
大
き
な
格
差
が
あ
る
こ

と
が
話
題
に
な
っ
た
。
大
学
の
裁
量
で
奨
学
金
を
設
け
た
り
、
授
業
料
免

除
を
行
う
制
度
に
は
限
界
が
あ
る
。
高
等
教
育
費
の
負
担
構
造
の
根
本
的

な
改
革
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
な
、
家
計
と
生
活
実
態
の
把
握
、
そ
の
他
の

財
政
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）「
到
達
度
テ
ス
ト
」
導
入
問
題

最
後
の
報
告
は
「
大
学
改
革
と
到
達
度
テ
ス
ト
導
入
・
セ
ン
タ
ー
試
験

廃
止
問
題
」
（
光
本

滋
・
北
海
道
大
学
）
で
あ
っ
た
。
共
通
テ
ス
ト
導

入
を
中
等
教
育
・
高
等
教
育
再
編
の
ト
リ
ガ
ー
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
後
期
中
等
教
育
段
階
の
到
達
目
標
に
よ
り

高
校
生
を
大
き
く
ふ
る
い
に
か
け
、
続
い
て
、
多
国
籍
企
業
の
要
求
を
背

景
に
、
大
学
等
へ
の
進
学
者
を
〈
能
力
〉
に
よ
り
選
別
し
て
い
こ
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
予
備
校
・
テ
ス
ト
会
社
な
ど
教
育
産
業
も
、
一
大
市
場
を

拓
く
も
の
と
し
て
新
た
な
試
験
制
度
の
出
現
を
期
待
す
る
。
高
校
生
の
学

力
把
握
を
目
的
と
す
る
「
到
達
度
テ
ス
ト
」
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
高
校
卒

業
を
大
学
入
試
資
格
と
し
て
い
る
現
行
の
学
校
制
度
の
基
本
が
崩
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
は
後
期
中
等
教
育
の
共
通
性
が
失
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
大
状
況
を
見
す
え
な
が
ら
、
高
校
・
大
学
で
保
障
す
べ

き
教
育
と
学
力
の
質
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
横
断
的
に
検
討
・
研
究
す

る
場
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

二

来
年
度
の
課
題

分
科
会
の
参
加
者
数
は
、
１
日
目
が

名
、
２
日
目
が

名
で
あ
っ
た
。

20

10

毎
年
、
高
校
か
ら
の
報
告
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
分
科
会
の
趣
旨
に

ふ
さ
わ
し
い
議
論
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
条
件
が
整
っ
て
き
た
。
ひ
き
つ
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づ
き
、
進
行
す
る
大
学
改
革
の
問
題
を
、
学
生
の
学
習
・
生
活
、
大
学
の

教
育
・
研
究
と
教
職
員
の
労
働
、
地
域
社
会
の
状
況
な
ど
の
実
態
と
の
関

係
か
ら
検
討
し
、
「
国
民
の
た
め
の
大
学
づ
く
り
」
の
課
題
を
探
っ
て
い

き
た
い
。
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